
遺
族
支
援
募
金
の
取
組
み
を

行
っ
た
時
点
で
は
、
ご
遺
族
は

奥
様
と
小
学
6
年
生
と
中
学
3

年
（
当
時
）
の
お
嬢
さ
ん
、
養

母
様
の
4
名
で
あ
っ
た
。

ま
た
こ
の
度
の
地
震
に
よ
る

津
波
で
、
亘
理
の
自
宅
が
床
上

浸
水
の
被
害
に
遭
っ
て
し
ま
っ

た
た
め
、
分
会
は
、
地
方
本
部

に
お
い
て
支
援
物
資
の
受
け
取

り
を
し
て
も
ら
う
と
同
時
に
、

組
合
員
か
ら
の
支
援
募
金
を
手

渡
し
た
と
報
告
が
あ
っ
た
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
昨
年
末
か

ら
本
年
2
月
ま
で
の
取
組
み
に

お
い
て
3
月
の
初
め
に
は
集
計

を
終
え
、
春
彼
岸
に
は
故
人
の

墓
参
り
を
兼
ね
て
ご
遺
族
に
会

い
、
手
渡
す
予
定
で
あ
っ
た
が
、

大
震
災
に
見
舞
わ
れ
機
会
を
逃

し
て
い
た
。

亘
理
町
の
自
宅
は
床
上
ま
で

浸
水
し
た
も
の
の
、
幸
い
に
し

て
皆
無
事
に
避
難
し
た
。

3
月
中
は
避
難
所
に
お
い
て

過
ご
し
、
4
月
か
ら
は
自
宅
に

戻
り
、
2
階
の
部
屋
で
な
ん
と

か
日
常
の
生
活
を
取
り
戻
し
て

い
る
様
子
。

4
月
14
日
、
奥
様
と
ご
息
女

二
人
に
こ
く
ろ
う
会
館
に
て
、

全
国
の
仲
間
か
ら
届
い
た
救
援

物
資
中
か
ら
必
要
な
も
の
と
、

「
遺
族
支
援
募
金
七
十
万
円
」

を
手
渡
す
こ
と
が
出
来
た
と
い

う
。殆

ど
の
日
用
品
や
家
電
製
品

が
水
に
浸
か
り
、
が
っ
か
り
し

て
い
た
所
で
あ
り
、
大
変
喜
ん

で
い
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
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4
・
11

第
7
回
執
行
委
員
会
・
第
2
回
闘
争
委
員
会

4
・
24

統
一
地
方
選
挙
投
票
日

（
喜
多
方
市
議
選
挙

長
沢
勝
幸
氏
、
米
沢
市
議
選

挙

我
妻
徳
雄
氏

当
選
）

5
・
9

第
8
回
執
行
委
員
会

  
仙
台
電
車
区
分
会
で
は
、
昨
年
11
月
8
日
、
53
歳
の
若
さ
で

帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
同
分
会
の
組
合
員
で
あ
る
鈴
木
富
士
夫
氏

の
ご
遺
族
に
対
し
、
遺
族
支
援
募
金
の
取
組
み
を
行
な
い
、
彼

岸
の
際
手
渡
す
予
定
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
度
の
震
災
に
よ
り
手

渡
す
機
会
を
失
っ
て
い
た
。
加
え
て
ご
遺
族
が
津
波
に
よ
り
罹

災
し
た
た
め
、
分
会
は
救
援
物
資
と
と
も
に
、
遺
族
支
援
募
金

を
手
渡
し
た
。

神
奈
川
労
災
職
業
病
セ
ン
タ
ー

の
西
田
隆
重
氏
よ
り
、
5
月

12
日
、
防
じ
ん
マ
ス
ク
５
０

０
枚
が
地
方
本
部
に
届
け
ら

れ
た
。

西
田
氏
は
、
06
年
2
月
25
日

に
開
催
さ
れ
た
、
第
3
回
地

本
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
委
員
会

（
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
学
習
会
）

の
講
師
と
し
て
参
加
い
た
だ

く
な
ど
労
災
職
業
病
に
詳
し

い
。
西
田
氏
は
マ
ス
ク
と
掲

載
の
説
明
チ
ラ
シ
を
同
封
し
、

正
し
い
装
着
を
し
て
作
業
等

に
あ
た
っ
て
も
ら
い
た
い
と

し
て
い
る
。

地
方
本
部
か
ら

劣
悪
な
作

業
環
境
の
被
災
地
で
の
活
動

に
は
是
非
活
用
し
て
も
ら
い

た
い
物
資
。
【
次
頁
へ
続
く
】

震
災
以
降
、
つ
ら
く

悲
し
い
状
況
の
中
、
水

戸
か
ら
朗
報
が
届
い
た
。

水
戸
地
方
本
部
土
浦
地
区
分
会
で
２
０
１
１

年
度
の
新
規
採
用
者
で
あ
る
、
中
村
賢
太
郎
さ

ん
が
国
労
加
入
を
決
意
し
た
。

中
村
さ
ん
は
、
JR
東
日
本
に
社
会
人
採
用
者

と
し
て
入
社
後
、
牛
久
駅
に
配
属
と
な
り
、
同

じ
職
場
で
働
く
国
労
組
合
員
の
先
輩
の
働
く
様

や
、
仲
間
を
大
切
に
す
る
姿
を
見
て
加
入
を
決

意
。分

会
に
よ
れ
ば
、
中
村
さ
ん
は
「
国
労
は
組

合
の
仲
間
を
大
切
に
さ
れ
る
所
だ
と
実
感
し
、

ま
た
仕
事
を
分
け
隔
て
な
く
教
え
る
さ
ま
は
懐

が
深
く
、
人
間
力
の
高
い
先
輩
で
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。
こ
の
方
に
つ
い
て
い
け
ば
間
違
い
な

い
、
そ
の
方
が
所
属
さ
れ
る
組
合
は
頼
り
に
な

る
に
違
い
な
い
と
思
い
ま
し
た
」
と
、
加
入
の

動
機
を
述
べ
て
い
る
と
い
う
。

激
励
先

国
労
水
戸
地
方
本
部
気
付
国
労
土
浦
地
区
分
会

〒
３
１
０
‐
０
０
２
２

茨
城
県
水
戸
市
梅
香
一
丁
目
5-

24

Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｊ
Ｒ

０
５
５
‐
２
２
４
９

Ｎ
Ｔ
Ｔ

０
２
９
‐
２
３
１
‐
６
４
２
４

震
災
に
よ
る
津
波
の
影
響

で
、
仙
石
線
や
石
巻
線
は
壊

滅
的
な
打
撃
を
受
け
た
が
、

そ
の
余
波
が
JR
か
ら
Ｔ
Ｓ
Ｓ

（
東
北
総
合
サ
ー
ビ
ス
㏍
）

へ
業
務
を
委
託
し
て
い
る
、

い
わ
ゆ
る
業
務
委
託
駅
の
一

部
契
約
が
解
除
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
関
係
者
の
話
で
明
ら

か
に
な
っ
た
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
野
蒜
駅
、

蛇
田
駅
、
渡
波
駅
、
女
川
駅

は
営
業
が
出
来
な
い
（
業
務

が
な
い
）
た
め
、
契
約
解
除

が
な
さ
れ
た
と
い
う
。

な
お
、
解
除
さ
れ
た
駅
で

勤
務
し
て
い
た
出
向
社
員
は

前
谷
地
駅
で
バ
ス
代
行
輸
送

の
案
内
業
務
を
指
示
さ
れ
従

事
し
て
い
る
。



地
方
本
部
は
震
災
後
の
被
災

状
況
把
握
に
全
力
を
挙
げ
て
お

り
、
4
月
7
日
の
余
震
に
よ
る

被
害
の
追
加
報
告
が
終
了
次
第
、

ほ
ぼ
全
容
が
明
ら
か
に
な
る
。

5
月
中
旬
に
は
調
査
の
最
終

報
告
が
出
来
る
見
通
し
と
な
っ

て
お
り
、
4
月
30
日
現
在
で
集

約
さ
れ
た
結
果
を
報
告
す
る
。

▼
家
族
死
亡

7
人

▼
家
族
安
否
不
明

4
人

▼
本
人
負
傷

1
人

▼
家
族
負
傷

1
人

▼
家
屋
全
壊

11
棟

▼
家
屋
流
出

4
棟

▼
床
上
浸
水

10
棟

▼
床
下
浸
水

6
棟

▼
家
屋
半
壊

9
棟

▼
家
屋
一
部
損
壊

115
棟

▼
家
財
損
壊

83
件

▼
車
流
出

18
台

鈴
木
氏
は
２
０
０
７
年
1
月

に
、
仙
台
車
両
セ
ン
タ
ー
か
ら

幹
総
Ｔ
Ｋ
Ｋ
に
発
令
さ
れ
て
以

降
、
自
身
の
体
調
の
問
題
を
訴

え
、
郡
山
地
区
へ
の
転
勤
を
希

望
し
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
異
動
は
、
JR
と
の
和

解
以
降
、
支
部
に
お
い
て
出
向

か
ら
の
復
帰
で
は
2
例
目
、
転

勤
と
合
わ
せ
て
3
例
目
の
希
望

職
場
へ
の
復
帰
と
な
り
ま
し
た
。

会
社
の
対
応
の
変
化
を
感
じ

ら
れ
る
結
果
と
い
え
ま
す
。

支
部
は
こ
の
間
、
鈴
木
氏
本

人
と
台
車
分
会
と
の
連
携
を
強

め
、
地
方
本
部
や
郡
工
支
部
の

指
導
や
協
力
を
得
な
が
ら
運
動

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

出
向
期
間
の
再
度
の
延
長
な

ど
課
題
は
残
り
ま
す
が
、
一
方

で
出
向
期
間
の
満
了
を
待
た
ず

に
JR
に
戻
さ
れ
た
と
い
う
成
果

も
確
認
で
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
転
勤
問
題
等
、

残
さ
れ
た
課
題
の
解
消
に
向
け

て
、
運
動
の
強
化
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

【
仙
台
総
合
車
両
所
支
部
機
関

紙

団
結

２
０
１
１
年
5
月

6
日

第
３
６
９
号
よ
り
転
載
】
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退
職
の
お
知
ら
せ

3
月
31
日
付

赤
間

秀
一
さ
ん

小
牛
田
運
輸
区

エ
ル
ダ
ー

佐
々
木

照
彦
さ
ん

郡
山
駅
連エ

ル
ダ
ー

4
月
30
日
付

大
内

啓
司
さ
ん

郡
工
貨
物退

職

安
藤

忠
広
さ
ん

郡
工
装
置
科

退
職

平
塚

裕
昭
さ
ん

仙
台
信
通
区

エ
ル
ダ
ー

阿
部

茂
夫
さ
ん

貨
物
宮
城嘱

託

熊
谷

義
久
さ
ん

貨
物
宮
城嘱

託

斎
藤

健
さ
ん

新
庄
連
合エ

ル
ダ
ー

三
上

敦
子
さ
ん

仙
台
病
院退

職

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

◇この間の支援物資の活用状況についての報告です。ただし3月から4月初

頭までは記録がないため掲載できません。また混雑に紛れ、一部報告漏れ

も存在しますがご了承ください。

▼4/7 仙台信通区分会▼4/8 物資配送（JR高層アパート）▼4/10 物資配

達（石巻）▼4/11 仙総支部運転分会▼4/12 仙台宮城野運輸区分会▼4/13

仙台駅連合分会、仙総支部台車・車体分会▼4/14 自動車支部、小牛田駅

連合分会（石巻）、仙台駅連合分会▼4/15 仙台駅連合分会、仙台電車区

分会（故鈴木氏家族）▼4/19 物資配達（石巻、駅・保線関係）、前地本

書記岡崎氏▼4/22 小牛田駅連合分会（石巻）▼4/24 物資配達（石巻）▼

4/25 小牛田駅連合（石巻）▼4/26 仙台信通区分会、石巻方面物資発送▼

4/28 仙台信通区分会、石巻方面物資発送、郡山地区（JRアパート関係）

への救援物資▼4/29 物資配達（南仙台）▼5/3 物資配達（相馬）▼5/4

物資配達（仙台地区）▼5/5 物資配達（女川）5/10 物資配送（JR文化町

アパート）

各
支
部
・
分
会
代
表
者
会
議

5
月
15
日
（
日
）

13
時
〜

国
労
会
館
6
Ｆ

支
部
・
分
会
・
分
連
協
代
表

春
闘
事
務
局
総
括
会
議

5
月
15
日
（
日
）
15
時
〜

国
労
会
館
6
Ｆ

11
春
闘
事
務
局
構
成
員

福
祉
問
題
学
習
会

5
月
29
日
（
日
）
15
時
〜

翌
朝
解
散

秋
保
・
岩
沼
屋

11
年
度
退
職
・
12
年
度
退
職

予
定
組
合
員

第
34
回
ア
ス
ベ
ス
ト

対
策
委
員
会

5
月
22
日
（
日
）
13
時
〜

国
労
会
館
4
Ｆ

地
本
・
各
支
部
対
策
委
員

第
35
回
ア
ス
ベ
ス
ト

対
策
委
員
会

6
月
11
日
（
土
）

13
時
〜

郡
山
駅
前
ビ
ッ
ク
ア
イ

地
本
・
各
支
部
対
策
委
員
、

各
支
部
分
会
代
表
（
福
島
県
・

郡
山
工
場
・
山
形
県
）
、
及

び
参
加
希
望
者

【
前
頁
か
ら
続
き
】

た
だ
し
、
説
明
図
に
も
あ
る

通
り
、
こ
の
マ
ス
ク
は
防
じ

ん
マ
ス
ク
で
あ
り
、
粉
塵
や

ほ
こ
り
に
対
し
て
の
対
策
マ

ス
ク
で
あ
る
。

ア
ス
ベ
ス
ト
は
除
去
で
き
な

い
た
め
、
石
綿
が
建
材
に
使

用
さ
れ
て
い
る
恐
れ
が
多
い
、

い
わ
ゆ
る
「
瓦
礫
」
の
撤
去

作
業
等
に
は
使
用
で
き
な
い
。

ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
作
業
等
に

は
専
用
の
も
の
が
あ
り
、
作

業
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
区
分
さ

れ
て
い
る
。

被
災
地
に
お
い
て
の
救
援
活

動
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た

こ
と
も
配
慮
し
、
二
次
被
害

（
ア
ス
ベ
ス
ト
暴
露
）
に
遭

わ
な
い
よ
う
細
心
の
注
意
を

払
い
行
動
す
る
よ
う
に
あ
ら

た
め
て
要
請
す
る
。

【
不
明
な
点
は
地
本
ア
ス
ベ

ス
ト
対
策
委
員
会
ま
で
】




